
令和５年度 学校評価について 

宮城県加美農業高等学校 学校評価委員会 

１ 学校評価の実施 

 （１）調査対象 

対 象 実 施 期 間 人 数 備 考 

１ 教      員 令和５年１１月１３日～２４日 ４８名 教育職員のみ 

２ 教  職  員 令和５年１１月１３日～２４日  ６３名 非常勤を除く職員 

３ 生      徒 令和５年１１月 ２日～２４日 １３４名  

４ 保  護  者 令和５年１１月 ２日～２４日 １３４名  

５ 外部学校関係者 令和５年１１月 ２日～２４日 １９名 在り方検討協議会・近隣区長等  

 （２）回収状況 

 対 象 令和５年度 令和４年度 

１ 教      員 １０６．３％（51/48） ８５．４％（R3:１００％） 

２ 教  職  員 ７７．８％（49/63） １００％（R3:８３．６％） 

３ 生      徒 ８８．１％（118/134） ７６．３％（R3:９９．５％） 

４ 保  護  者 ７０．１％（94/134） ７３．８％（R3:８４．３％） 

５ 外部学校関係者 ５７．９％（11/19） ７５．０％（R3:１００％） 

（３）調査方法 

   Ｗｅｂアンケート（Googleフォーム）及び質問紙法 

 

２ 調査結果 

 （１）自己点検・自己評価（教員・教職員）：別添資料Ａ（教員），Ｂ（教職員）による 

 （２）学校関係者評価（生徒）      ：別添資料Ｃ（生徒）による 

 （３）学校関係者評価（保護者）     ：別添資料Ｄ（保護者）による 

 （４）学校関係者評価（外部学校関係者） ：別添資料Ｅ（外部学校関係者）による 

 

３ ま と め 

   昨年度から調査方法をＷｅｂアンケート方式（一部外部関係者については質問紙により実施）に変更し、

同方式による学校評価の実施は今回で２回目となる。調査対象及び回収状況は上記のとおりである。 

教員及び教職員の結果は、４５項目中４２項目で肯定的評価が８０％を超えているが、「部活動が活発に行

われている」は、４８．９％（昨年度：６１．５％）となり、昨年度から大きく低下する結果となった。ま

た、「生徒会活動が活発に行われている」は、７３．９％（昨年度：８５．２％）と低下しており、部活動や

生徒会活動については、少ない生徒数で活性化を図る方策の検討が必要である。 

   生徒の結果は、県教育委員会が指定する１４項目中１２項目で肯定的評価が８５％を超えているが、多く

の項目で昨年度から肯定的評価の割合が低下する結果となった。学校独自の項目である、「専門的知識・技能

の習得に向けて、地域と連携し教育の充実を図っている」は、肯定的評価が９８．２％と最も高く、生徒が

様々な地域連携学習等に意欲的に取り組み、充実感を得ていることが伺える。一方で、「私は、寮あるいは家

庭で、ほぼ毎日予習や復習の時間を持つようにしている」は、７３．９％（１年生：６４．４％、２年生：

７２．９％、３年生：９５．５％）と最も低い結果となったことから、生徒の学習状況を把握し対応策等を

検討していく必要がある。今後は、個々の生徒に応じた、よりきめ細やかな指導の徹底と、生徒の満足度を

高める取り組みの工夫・改善を図っていきたい。 

   保護者の結果は、２２項目中２１項目で肯定的評価が８０％を超え、「有意義な学校行事がある」は１００％

となっており、本校の様々な教育活動は高い評価を得ている。しかし、「いじめ問題に対する学校の取り組み

方針が保護者と共有されている」は、７６．１％（昨年度：７８．２％）と昨年度に引き続き、最も低い結

果となったことから、いじめ問題対応の徹底を図るとともに、保護者との情報共有を深めていく必要がある。 

   外部学校関係者の結果は、２２項目中２０項目で肯定的評価が１００％となったが、「災害・非常時の避難

方法について生徒や保護者に伝えている」は昨年度から低下した。学校安全については、危機管理マニュア

ルの見直しや改善等を進めていくとともに、地域や関係機関とも認識を共有していきたい。 

   自由記述では、本校の教育活動について概ね理解を頂いている一方で、老朽化した施設設備に対する改善

や学校ＰＲを含めた情報発信に関する要望があることから、これまでの取り組みを継続するとともに、本校

の魅力を発信していく方策の検討など、地域と一体となった特色ある学校づくりを進めていきたいと考える。 


